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（平成十一年六月二十三日法律第七十八号）

令和7年3月発行
発行   山形大学ダイバーシティ推進室
　　   〒990-8560   山形市小白川町1-4-12
　　　TEL  023-628-4939
           Mail   yu-y-danjo@jm.kj.yamagata-u.ac.jp
編集   副室長　柿﨑悦子

ダイバーシティ推進室

【授業名】　
山形大学　基盤共通教育
　　

【授業の目的】
○男女が共に仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
を保つことができる働き方について考え、自分のキャリア
ビジョンを描く。
○「男女共同参画社会」を理解し、課題を考える。

【授業の計画】
○多方面で活躍する学内外のゲストによる講義。
○講師への事前質問や授業の進行などを学生が担当。
○グループワークによる課題解決学習。
○自分の考えを発表。
○男女共同参画センターの見学。

　山形大学は、「男女共同参画社会基本法」の理念に基づ

き、男女共同参画のために大学が担うべき役割と責任を自

覚し、「山形大学男女共同参画基本計画」（平成22年）を策

定し、男女共同参画を推進してきました。令和2年度から第

2次基本計画に従って、さらに充実した取組を進めていき

ます。

　性別にかかわらずに、すべての人が個性と能力を発揮で

きる世の中がダイバーシティ社会です。我が国では男女共

同参画基本計画や科学技術基本計画等の下、男女共同参画

や教育分野におけるダイバーシティ推進を図っています。

山形大学は平成27年度に文部科学省のダイバーシティ研

究環境実現イニシアティブ（連携型）に採択され、米沢栄養

大学、大日本印刷株式会社研究開発センターと連携し、ダ

イバーシティ研究環境の実現に取組んできました。

　この「キャリア形成とワークライフバランス」の授業は、

男女共同参画を担う次世代を応援するため、ダイバーシ

ティ推進室が担当しています。

山形大学男女共同参画基本計画（第2次）

第一章総則（目的）第一条
・男女の人権の尊重
・社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある
社会を実現する緊要性
・基本理念を定め、並びに国、地方公共団体及び国民
の責務
・施策の基本となる事項を定めることにより、男女
共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進

令和6年度  山形大学  基盤共通教育の授業

「キャリア形成とワークライフバランス（山形から考える）」
《講義内容》

「キャリア形成とワークライフバランス（山形から考える）」

山形大学は、令和2年4月に山形大学男女共同参画基本計画（第2次）を施行しまし
た。第2次基本計画では、令和2年度から10年間を計画期間とし、男女共同参画とダイ
バーシティを一層推進することを目的に、基本方針及び具体的施策を定めています。
女性教員比率や女性管理職比率に関するより高い目標を掲げ、「無意識のバイアス」
や性的指向・性自認等への配慮なども明記しました。また、「多様な性に関するガイド
ライン」を策定し、研究・仕事と家庭生活の両立支援制度の充実を図りました。今後
も、ダイバーシティを推進するため、地域や県内外の大学等とネットワークを拡大し
ていきます。



振り返り講義の
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振り返り講義の

●私は挑戦的な性
格であるものの、周

りに流されやすい

です。先生は、決断
を迫られた時、環境

や周囲の意見に

流されるのではな
く、自分の意思と向

き合い、熟考して

決断してこられた
そうです。その時の

意思を大切にし、

取捨選択を怠らな
かった結果、後から

「自分で選んだ道

だから間違いない
、後悔はない」と自

信を持って言えた

のではないかと思
います。私も好奇心

が強いので、この

挑戦的な性格を維
持しつつ、自分の意

思を大切にして

生きていきたいと思
います。

●講義を通して、何
事にもまずは一歩

踏み出してみること

の大切さに気づき
ました。不安や面倒

くさいという感情

から「やらない理由
」を探してしまうの

では、何も得られ

ないことを実感し
ました。実際に踏み

出してみれば、思

いがけず楽しいと
感じるかもしれませ

んし、たとえ得意

ではない分野でも
、新しい経験が自分

の価値観を見直

すきっかけになると
感じました。興味の

あるものだけで

なく、そうでないも
のにも、まずは挑戦

してみることを

今後は意識してい
きたいと思います。

●この講義を通じ
て、私は将来の進む

先だけでなく、その

先で何をするかに
意識が向きました

。これからは「出来

ない理由を探す前
にまずやってみる」

という姿勢を大切

にしたいと思います
。初めは将来につい

て漠然としか考

えていませんでし
たが、講義を受けて

、具体的なキャリ

ア形成やワークラ
イフバランスについ

て考えるようにな

り、家庭とも照らし
合わせたアドバイス

が参考になりま

した。また、物事の
結末を変えるのは

自分次第だと気づ

き、決断を最善策
だと信じることの

重要性を感じまし

た。考えすぎて疲れ
ることもあります

が、柔軟に行動す

ることも大切だと
思うようになり、こ

れからの自分に役

立てていきたいと考
えています。

●職場を選択する
際に大切にするべ

きことは、育児休業

や有給の取りやす
さ、働く時間につい

ての制度などが自

分の理想の生活に
合っているかなど

、情報を自分で集

めることだという
お話を聞いた。今後

の就活の際の参

考にしたいと思った
。

●人生を充実した
ものにし、自分の理

想的なワークライ
フ

バランスにするた
めに、仕事が休み

の日などに趣味を

しっかりと楽しんで
いると聞いた。自分

が楽しめること

が生活の中にある
かが重要な点だと

感じた。自分も大

学生活の中で多く
の経験をし、趣味

を見つけたいと

思った。

●今回の講演では
、家事は母親がする

もの、と自分の中で

ケア労働は女性が
するべきという偏

見があったかもし

れないと気づけた
。男性も共に参加す

るのも大事である

し、子どもである私
たちも積極的に参

加する姿勢、家族

全体でケア労働を
担っていくべきだと

思った。

●完璧を追求しす
ぎたことでワークラ

イフアンバランスに

なってしまった話が
とても印象に残って

いる。完璧を追

求するのは素晴ら
しいことだと思い

、実際私たちも完

璧主義になってし
まいがちだが、今後

は、自分だけで問

題を抱え込まず、将
来のパートナーや

友達、親など身近

な人に相談して頼っ
ていこうと思う。

●ワークライフバ
ランスとは仕事も

家事も趣味も完璧
に

こなすことではな
く、なんでもまあま

あの力でそれなり

の結果を出すこと
という考え方が印

象に残った。1つの

ことに力を入れ過
ぎてしまうと、その

分他のことに費や

す時間が減ってワ
ークライフバランス

が崩れてしまう。

このことから、完璧
という言葉にこだ

わり過ぎないこと

や、頑張り過ぎない
ことも大切だと感じ

た。

　また、夫と妻の
家事の分担に関し

て、子どもが大き
く

なってからは夫と
妻だけでなく、子ど

もも含めて家族

全体で家事を負担
することが必要な

のではないかと

感じた。

高橋 真枝
山形市企画調整部次長兼男女共同参画センター所長

50歳代
山形県出身

講師
Profile 山形市役所1992年採用。教育委員会管理課長を経て

2022年度より現職。これまで主に教育委員会のほか
産業振興の業務を担当。家族は同じく市役所職員の
夫と社会人の長男、大学生の次男。趣味はソロ旅。

講義 1

ワークライフ「アン」バランスにならないために
10月9日（水）14：40～16：10

育児と仕事の両立
のため

にしていることは
？

育児を頑張りたい時は仕事に
も集中する、仕事を頑張りた
い時は育児にも集中する。片
方がおろそかにならないよう
に意識する。

●就職した動機と仕事の内容
　　親に「転勤がないから」という理由ですすめられ山形市役所職員になった。就職先を決
める理由は人それぞれだが、「大きな理由なし」もありだと思う。
●これまでの道のり
　　山形市で生まれ、山形東高、東北大学経済学部を卒業し、平成4年に山形市役所に入庁。
中学・高校・大学・職場で吹奏楽部に在籍。市役所に入ってからは産業振興・雇用創出、生活
保護、市立保育所の管理、食育推進、教育委員会の人事業務などに従事。さまざまな分野の
業務を経験した。失敗することも多かったが、女性である自分も男性と差別されることな
くチャレンジする機会を与えられてきた。
●ワーク・ライフ・バランス
　　特筆すべき才能は何もないにもかかわらず、仕事で自己実現しようと、子供のころから
思っていた。26歳で市職員の夫と結婚し、長男・次男を出産。現在、次男は県外で大学生活
を送り、社会人の長男と夫の三人暮らし。ここまで何とか仕事と育児を両立できたのは周
りからのサポート、特に実家の両親のおかげだと思っている。
　　ワークライフバランスとは、仕事も育児も完璧にこなすことではなく、どちらもまあま
あの力でやって、それなりの結果を出していく（出せればいい）ということ。
●夢や目標
　　男女共同参画センター所長としての目標…家庭内、企業内などあらゆる場面において、
女性も男性も対等な立場で意思決定できる社会の実現。
　　一人のオバサンとしての目標…いつか世界一周旅行をすること！
● 学生へのアドバイス
　　仕事をすることは意外とおもしろいことであり、活躍する場は必ずある。また、スマホ
では膨大な情報を手に入れることができるが、発信者の都合によるものが多い。就職活動
の際にも、普段の生活でも、本当に欲しい情報は自分から取りに行くようにしよう。
●男女共同参画社会を考える
　　人口の半分は女性です。まずは、身近なところから。家庭内で、男女が家計責任（世帯収
入の確保）とケア責任（家事育児等）を分かち合う環境の実現を目指しましょう。

これまでの人生で
、壁や

困難に直面したこ
とはあ

りますか？

壁、困難だと感じたことは基
本的にはないです。想像通り
にならなくても、それすら楽
しいと思えます。苦労が喜び
に変わるのが嬉しいです。

結果はあとからついてくる
10月16日（水）

並河 英紀
14：40～16：10

山形大学学術研究院教授（理工学研究科理学部担当）

40歳代
島根県出身

講師
Profile 専門は化学。自己組織化現象について、生命・非生命の双方から研

究している。神戸大学、北海道大学を経て、2011年に山形大学着任。
途中、大学院生時代に栄養失調で1ヶ月入院、ドイツに4か月留学。
現在は妻と子供二人と暮らしている。学部長の傍ら、子供の小学校
のPTA会長も歴任し、公私ともに奮闘中。

講義 2

●就職した動機と仕事の内容
　 大学教員を目指したのは、学部4年生で始めた卒業研究がきっかけで研究にどっぷりハ
マったから。学生の皆さんと研究を楽しみ、その成果を論文・学会などで発表している。
最近は理学部長として学部・大学運営の仕事もしている。学部の様々な機能を社会情勢・
大学経営の動向に応じて必要な最適化を考えるのが主な仕事。
●これまでの道のり
　　学生時代は特に探究的活動に興味があったわけではなかったが、大学4年生になり研
究室に配属され始めてから、研究活動にハマり、なんの迷いもなく大学院博士前期・後期
へと進学した。その後も「研究を続けたい」の一心で、大学での職を見つけ今に至ってい
る。研究を楽しむだけではなく、今では多くの時間を学部・大学運営に費やしている。
●ワーク・ライフ・バランス
　　私の仕事はPC一つあればできる業務が多くあり、自宅でも仕事ができるので、プライ
ベートと仕事が混在し、ワークライフバランスが崩れているように思われることがあ
る。この状況については自分も家族も納得できているので、並河家なりのワークライフ
バランスは保てていると思う。この「納得」を家族で共有するには、自然な流れで家庭内
の役割分担やルールを決めておくことが工夫としては重要かと思う。
●夢や目標
　　若い頃から「ゼロからイチを生む研究をする」というのを研究目標に掲げていた。「この
分野なら日本にいるNABIKAに聞けば良い」と世界的に認知して頂ける研究を生むこと
にも成功した。次の目標は、この研究の楽しさを後に続く若き研究者たちへ伝えること。
●学生へのアドバイス
　　何事も始めるのに『遅すぎる』ということはありません。『できるときに行動する』とい
う姿勢を大切にして、色々なことに興味をもって取り組みましょう。
●男女共同参画社会を考える
　　社会は多くの人々の活動によって支えられています。そのため、社会を構成する全ての
人が、自分の特性に応じて最大限の力を発揮できる社会を築くことが、強靭性と柔軟性を
併せ持つとともに持続的な発展が可能な社会の基盤になるのではないかと思います。
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加藤 健司
山形大学学術研究院教授（人文社会科学部担当）

60歳代
埼玉県出身

講師
Profile 日欧比較文学。文学理論や翻訳に興味を持っていま

す。学部から慶應義塾で学び富山県の短大を経て2010
年に山形大に赴任。娘の中高６年間の弁当を担当しま
した。ボクシングが趣味。

頑張らずに！結果オーライ型キャリア形成
10月23日（水）14：40～16：10

農家に弟子入りし
て農業

を始めたとあったが
、なぜ

始めようと思ったの
か？

楽しそうと思ったから。また、
できないことがあるのは悔し
いと思ったから。その他、さま
ざまなこともその思いを原動
力としている。

●就職した動機と仕事の内容
　　2010年に地域教育文化学部異文化交流コースの比較文化・文学担当教員公募があり、
山形に来ました。仕事としては現在人文社会科学部人間文化コースで日欧比較文学を中
心に教えて、いろんな委員をして、研究もちょっとしてます。
●これまでの道のり
　　中高は埼玉の公立校、大学は文学部へ。大学卒業後は一度就職、しかし入ってすぐ、大学
院に戻ることを決意。仕事をしながら受験勉強。大学院に進学して、ドイツ18世紀の小説
を中心に勉強。ところが博士課程１年生のとき師匠が逝去。富山の短大に博士課程の途中
で就職、大学院には所属したままで博士課程単位取得修了。その11年後に入学生減で短
大閉鎖、北陸で非常勤講師・翻訳者として生きることとなった。その8年後に山形大学の公
募で採用され、今度は東北へ。
●ワーク・ライフ・バランス
　　この職場はわりと自分で時間管理もできるので、送り迎え、中高６年間のお弁当づくり
などもうまく時間を作っていけたと思う。ライフあってのワークだと思っているので、ま
ずはライフを楽しむこと、ワークが重なってしまうのであれば、ワークへの注力を減じる
こと。ただしこの職場は、ワークに教育、行政、研究がありますが、教育のための力を減ら
すわけにはいかない（あたりまえ）ので、研究への注力を減じてます。ちょっとは後悔して
いるが、振り返って眺めるライフはいい感じ。
●夢や目標
　　今後は少しでも削っちゃったワーク（研究、というと気恥ずかしい、勉強）を取り戻した
いと思っています。
● 学生へのアドバイス
　　人生は予定を立てることができないと思った方がいいです。生きていれば時間はあっ
という間に過ぎます。そのため、今を目一杯楽しみましょう。今、面白いと思ったことは、
「今やる」を原動力に、さまざまなことに取り組みましょう。
●男女共同参画社会を考える
　　日本から男女共同参画とかダイバーシティとかいうコトバがなくなるとき、つまりそ
れらが実現しているとき、それを早く見たいと思っています。

講義 3

就職先の決め手、
また就

活を通じて重要だ
と思わ

れた条件は？

決め手となったのは他の志望
先と比べ、世界と繋がれる環
境だったため。重要だと思う
条件は休日数や各制度等の福
利厚生の充実さ。

どんな経験も成長の糧となる
10月30日（水）

富樫 周子
14：40～16：10

東北パイオニア株式会社  市販サウンド営業部市販管理課

30歳代
山形県出身

講師
Profile 北米市場で販売する自社製品（カー用スピーカー、アンプ）の

生産・販売管理を担当。山形大学を経て2013年に東北パイオニ
ア株式会社に入社。技術文書の管理や管理会計業務に従事。そ
の後、アメリカへ転勤し2020年に帰国、現在の所属へ。趣味は
バスケと旅行。

●就職した動機と仕事の内容
　　地元山形から世界に繋がることのできる環境、そして好きな「音楽」に携われるという
点で魅力を感じ、東北パイオニア株式会社へ入社した。
　　現在は、北米市場で販売する製品の生産・販売管理を担当している。
●これまでの道のり
　　小中高時代は部活第一の生活を送り、その後山形大学人文学部人間文化学科へ入学し
た。第二言語習得・英語教育に関心があり、教員志望だったが、留学生との関わりやホーム
ステイ等を通じて異文化に興味を見出し、世界と繋がることのできる環境でキャリアを
築きたいと考え、現在の東北パイオニア株式会社に入社した。技術文書の管理や管理会計
業務に従事し、その後海外トレーニー制度を利用しアメリカにある関連会社へ転勤。2年間
語学研修やOJTを通して海外経験を積み、2020年に帰国し現所属へ至る。
●ワーク・ライフ・バランス
　　独身で自分のことに時間を割くことができる分、平日は仕事にとことん向き合い、土日
は自分を癒す時間として完全オフで過ごしバランスをとっている。
●夢や目標
　　自分の知らない世界に沢山触れ、刺激を受けつつワクワクした人生を送りたいと思っ
ているので、現担当の北米以外の地域にも携わり、自分の知見を広げていければよいなと
思っている。
●学生へのアドバイス
　　少しでも興味のあることは、「やってみようかな」くらいの感覚で良いので飛び込んで
みることが重要だと思います。踏み出した結果、これは自分に合わないとなっても、それ
はそれで自己理解を深めるきっかけになると思うので、どんな些細な興味や可能性も潰
さずにトライしてみては・・・
●男女共同参画社会を考える
　　自分の価値観や生活環境が当たり前と思わずに、多様性を受け入れる姿勢が必要。
　　制度の拡充含め、働き方の多様性に対する理解/柔軟に対応できる会社側の姿勢が男女
共同参画社会の実現には必要不可欠と思う。
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●「地元山形から世
界に繋がることの

できる環境」「興味

のあるモノ・コトに
関する商品」という

ような就活の軸

を持っていれば、就
職後も自分に自信

をつけることがで

きるのではないかと
思った。

●大学生活のなか
で様々な経験を経

て自己理解を深め
て

いきたい。

●自分の視野を広
げるために、もう少

し積極的に人と関

わってみようと思っ
た。

●選択を迫られた
際の可能性を狭め

ないためにも、小さ

な関心や興味を大
切にしていきたいと

思った。

●「ちょっとでも興
味があるならやって

みて」という言葉が

とても印象に残った
。リスクや自分への

負担などを考え

て挑戦する前にあ
きらめたり、自分

の中で選択肢を

絞ったりせずに、な
んでも挑戦してみた

いと思った。

●興味のあること
は何でもやってみな

いとなんのチャンス

もつかめないので
、先生のお言葉を胸

に、日々さまざま

なことに挑戦してい
きたいと思った。

●就活や進学の進
路をある程度考え

始めないといけな
い

なと思っており、ど
のようにして決めた

のかまた重視し

たほうがいい点を聞
くことができて良か

った。

●就活の際、大学で
何をしたかと聞か

れると知ったので
、

いろいろな経験が
できるようにたく

さん挑戦していき

たい。具体的には
海外に行ったこと

がないので機会を

みて行ってみたい。

●私はやりたいこ
とがあってもなか

なか自分から動き
出

すことができず、や
らずに終わってしま

うので先生のお

話をお聞きして、自
分から動いて、後悔

のない選択をし

てみたいという気持
ちになった。

●自信を持つこと
が苦手でいつも自

分の選択はあって
い

るのかなど不安に
なるが、自信をつけ

て楽しんでいきた

いと思った。

●先生のお話の中
で参考になったこ

とは、「今面白いと
お

もったことは、今や
る」という部分であ

る。私はかなり優

柔不断で、気になっ
ていてもそれを行

動に移そうかどう

か、いつも迷ってし
まうため、先生の

この言葉は心に

残った。

●先生のお話を聞
いて思ったことは、

先生は数多くのこ
と

を経験なされてい
て、すごいというこ

とと、今の自分の

気持ちを大切にし
ているなというこ

とである。私も、人

生を楽しもうという
考えを持ち、自分の

気持ちに正直に

なって、たくさんの
ことに取り組みたい

と思った。

●「人生は予定を立
てられない」という

言葉に深く共感し

た。私自身あまりき
ちんとした計画は

立てないことが多

いが、人生は計画ど
ころか自分の予想

もしていなかった

方向に進むことが
あるものだと感じ

た。

●今回の講義で一
番印象に残ってい

るのが、「頑張る」と

言わないことであ
る。この言葉は自分

を奮い立たせた

り、相手を鼓舞した
りと良いイメージが

あると思ってい

たが、とても抽象的
でなげやりな言葉

でもあると感じ

た。この言葉を使う
ときは、どう頑張る

のか具体的に考

える必要があると
思った。

●先生の「結果オー
ライ型のキャリア形

成」を聞いて、どん

なに過程が辛くて
、自分の納得いくよ

うなことじゃなく

ても、最終的に良か
ったらこれまでの過

程でも良かった

のだなと思った。

●人生において選
択を迫られた際に

は、今後のことを考
え

て自分のしたいこ
とよりもしなけれ

ばならないことを

優先的に選ぶ必要
があると思ってい

たが、時には楽し

そう、面白そうと思
えることに向かう

道を選択しても良

いのではないかと
も考えた。今回の

講演は間違いなく

今後の人生設計の
橋頭堡になると思

う。
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叶  奈緒美
山形大学学術研究院准教授（農学部担当）

30歳代
香川県出身

講師
Profile 専門は食品機能学。食品成分が抗がん作用や抗炎症作

用を発揮するメカニズムについて研究している。岡山
大学大学院博士後期課程修了後、学術研究員、徳島大学
の助教を経て、2021年本学テニュアトラック准教授。

教育と研究でともに成長する教員の道
11月6日（水）14：40～16：10

人に頼るときに抵
抗や罪

悪感はありましたか
？

最初は抵抗があったが、子育
てを通じて人に頼る大切さを
実感した。感謝しつつ助けを
求め、自分も別の形で人の役
に立てるよう努めている。

●就職した動機と仕事の内容
　　教育・研究を通して、その面白さを学生さんと共有し、共に成長していける大学教員と
いう職に憧れを抱き、学部2年の頃に大学教員の道を志した。現在は、食品の健康機能特性
の分子メカニズムを明らかにする研究と関連する教育活動を行っている。
●これまでの道のり
　　小学校の頃から人に教えるのが好きで、興味が湧いた農学部を志望し、大学入学後は高
校の理科系科目の先生になることを視野に入れて履修を進めていた。生物の講義で生物
の仕組みの美しさと精巧さに感動した経験と、先生が自分の研究内容を楽しそうに語る
姿やその内容に心を打たれ、教育と研究の両方に携われる大学教員になりたいと想う気
持ちが芽生えた。早い段階で博士後期課程に進学することを決断していたため、先生と相
談しながら計画的にキャリア形成を進めた。
●ワーク・ライフ・バランス
　　学部4年の頃に出会った夫と結婚し、お互い就職したものの、夫の単身赴任が始まり、月
に1週間程度同居する生活を現在も続けている。生活に充てられる時間が非常に少ない
が、周囲の協力により、子育てしながら仕事を続けられている。自分一人でできることに
は限界があるので、積極的に人を頼り、キャパオーバーとならないようにしている。
●夢や目標
　　研究教育職に生きがいを感じているため、この仕事をできる限り長く続けたい。向上心
と謙虚さを失わず、知的好奇心を高く保ち、日々善い行いすることで、自分の理想とする
自分であり続けたい。
● 学生へのアドバイス
　　将来の夢や希望があれば周りに公言する。周りのサポートをどれだけ受けられるかは
日頃の行いに由来するので、日ごろの行いをぜひ見直してほしい。
●男女共同参画社会を考える
　多様性の受容は、回りに回って自分の生きやすさにもつながることを誰もが認識し、それ
が当たり前の社会になることを願う。そして、誰もが自分の夢や希望について、誰に遠慮す
ることなく周りに公言し、有形無形のサポートが最大限受けられる社会であってほしい。
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家事を家族全体で
協力す

る際に心がけてい
ること

はありますか。

「相手のペースに無理して合
わせる」のではなく、「相手
ファースト」へ発想を転換し、
自発的に家事に参加していく
ことを大切にしています。

「家族のため」を思ったワークライフバランス
11月13日（水）

橋爪 孝夫
14：40～16：20

山形大学学術研究院准教授（学士課程基盤教育院担当）

40歳代
東京都出身

講師
Profile 専門は教育史。日本教育史の分野で戦後日本の教育改革

の研究をしている。東京出身、桜美林大学大学院を経て、
2012年に山形大学に赴任。単身赴任中。趣味は色々だ
が、現在は痛風脱出のためダイエットに注力している。

●就職した動機と仕事の内容
　　歴史を学ぶために大学院へ進学。深く考えずに（重要）そのキャリアから就職できる場
所を探して生活していたが、とあるきっかけから一念発起して大学教員へ。現在は教養教
育（基盤共通教育）の中で少しでも歴史好きを増やせるような授業を模索中。
●これまでの道のり
　　小学生の時から漠然と「学校の先生になろう」と思っており、進学していく中で歴史が
好きになったので「歴史の先生」という方向に進んでいく。学部選択で教育系と歴史系で
迷い、結局教育系へ。大学院からは半分社会に出ているような中途半端な存在として生活
していたが、これが続く・続けられると思っており（重要）あまり深く考えていなかった。
「社会に出ている。」という自覚が生まれてきたのはあるきっかけの後。
●ワーク・ライフ・バランス
　　「家庭生活の維持にはコストがかかる」ということを実感するのが非常に遅かった。他
の家族の時間を犠牲にして自分のやりたいことをやってきてしまった。何とか取り返す
べく、現在は具体的に自分以外の家族のために何が出来るかを模索する日々。
●夢や目標
　　教養的な視点から歴史にあまり興味がない人も「歴史的思考力」を身につけることが出
来るような授業を開発し、それをまとめた教科書を書きたいと考えている。家庭人として
まともな人間になったり、健康を取り戻す（重要）・維持することを優先する必要もある。
いくつになっても「自分は失敗している部分がある」という謙虚さを忘れずにいたい。
●学生へのアドバイス
　　時間は有限。今のうちから将来について具体的かつ時間的見通しを持とう。また、今の
立場や人間関係がこの先ずっと続くことはないので、固定観念を持たないように。
●男女共同参画社会を考える
　　日本は、おそらく明治期の家父長制（背後に天皇制）を中心に近代的な国家を作ろうと
意識した時期から百数十年間、男女同権は「ちょっと横に置いて」他のことを重視して進
んできていると考えられる。非常に女性に辛苦を強いる社会体制が当然とされてきた歴
史を、是非、知識として知り、理解もして、それから考えて欲しいと希望します。
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●日頃から余力を
持って過ごして健康

を維持し、いざとい

う大変な時に手強
い業務や家庭のフ

ォローに全力で取

り組むというメリハ
リのある生き方が

理想的なワーク

ライフバランスにつ
ながる可能性もあ

ると感じた。自分

の生活でも、頑張る
時と、余力を持って

過ごす時をバラ

ンスよく取り入れた
いと思った。

●「我慢して合わせ
る」から「相手（妻）

ファースト」への発

想の転換が大事で
ある、というエピ

ソードが記憶に

残っている。我慢し
ていると、いつかは

不満が爆発しか

ねないし、自分も相
手もよい思いはせ

ず悪循環に陥っ

てしまう。そこで、お
互いに相手ファース

トと考えること

で謙遜し合い、支
え合っていく意識

を持つことは大事

だと思う。

●時間量が目に見
える努力の単位だ

と思っていたため、
時

間をかけて結果を
出すことが美徳だ

と思っていたが、短

期で結果を出し、家
庭や個人の人生を

重視することに

大きな価値がある
のだということを聞

き、後者の生き方

の方が効率的だと
自分の中の価値観

が一新された。

●家族というチー
ムに子ども枠以外

から参加し、家事労

働にも責任のある
立場で参加して役

割を果たす必要が

あるという考え方
が特に参考になっ

た。また、家事労働

を分担して行う際
に、お互いがパート

ナーのやりやすい

ように意識するこ
とが必要という考

えも印象に残った
。

まずは、忙しいと言
って家事を家族に

任せるのではな

く、できる時間で
自分のできること

を探すようにした

い。そして、自分が
今日やると決めた

仕事には責任を

持って最後までや
り切りたい。また、

他の人が忙しくて

家事ができない時
にはカバーできるよ

うにし、自分がで

きない時には家事
をしてくれる人がや

りやすいよう意

識し、心がけたいと
思った。

●今回のお話では
、主に学会や子育て

について参考にな

る内容が多かった
。先生の博士課程時

代の体験を参考

にして、これからの
大学生活で早いう

ちに没頭できる研

究を見つけ周りの
人の意見等を参考

にしながら今後の

進路を決めたいと
感じた。

●学会等で頻繁に
海外に行っている

体験を聞いて、私は

海外に対してメガ
ティブなイメージ

を強く持っていた

が、今回のお話で
自分が成長するこ

とのできる貴重な

経験だという認識
へ少し変えることが

できた。

●先生の学生時代
の研究職での男女

差別という苦労を

今回のお話で聞き
、比較すると現代は

だいぶ改善され

てきたと感じるこ
とができるくらい

になってきた。先生

の酷い男女差別を
受けながらも様々

なことに挑戦して

いく姿勢や心持が
今の私にはないも

のであるためとて

も尊敬している。こ
のような姿勢を頭

に入れつつ、この

大学生活で様々な
ことに挑戦したいと

考えている。

●単身赴任の夫が
いる中での子育て

はおそらく私たち
が

想像するよりもはる
かに大変だと予想

できる。その中で

先生は大学で准教
授をしながらの子

育てを行っている

ことに驚きを隠せ
ない。先生はお話の

中で積極的に人

を頼る、その質には
目をつぶることで自

身のキャパオー

バーを未然に防ぐ
ということをおっし

ゃっていた。海外

と日本を行き来する
生活を続けている

先生がおっしゃっ

ていたからこそとて
も重みのある言葉

だと感じた。

●今回のお話で先
生は取捨選択の判

断が早く、とても合

理的な考えをもって
いると感じた。特に

子育てを行う時

の周りの人を頼る
という選択は人に

頼ることへの抵抗

が高かったとおっし
ゃっていた先生にと

って大きな選択

であったと考えら
れる。このようなこ

とから、自身の限

界が来るまでに人
に頼ることの重大

さを学ぶことがで

きた。
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岩本 勘汰
アイジー工業株式会社  研究開発部材料開発チーム

30歳代
青森県出身

講師
Profile 製品に使用する材料について研究を行っている。弘前高

校、山形大学、山形大学院を経て、2022年にアイジー工業に
入社し現在3年目。青森から山形に移り住み、一人暮らし9
年目。趣味は水族館巡り。最近はシャチとラッコを見に行
きたいと考えている。

小さなことでもいいから、昨日の自分より1つ成長しよう
11月20日（水）14：40～16：10

仕事や生活をする中
で、判

断に迷ったらどの
ように

対応しますか？

選択肢を減らすことが大事。
ただ最初から減らすのではな
く、1つ1つを詳しく知った上
で絞る必要がある。逆に、より
良い決断のために選択肢を増
やすことも大事。

●就職した動機と仕事の内容
　　生まれ育った東北に貢献したいという思いから、東北で研究開発を行う企業を中心に
就職活動を行った。自分たちが開発・生産を行った製品が景観の一部として残ることが魅
力的に感じ、入社を決めた。現在の仕事は主に新商品や試作品、材料などのテスト・評価を
行っている。
●これまでの道のり
　　青森県立弘前高等学校、山形大学理学部物質生命化学科（現理学部化学コース）を経て、
山形大学院（金井塚研究室）を修了。2022年4月にアイジー工業に入社。1年をかけてすべ
ての部署の研修を行い、研究開発部材料開発チームに配属。
●ワーク・ライフ・バランス
　　当社の研究開発部ではフレックスタイム制度を導入しており、仕事内容や自身の予定
に合わせて就業時間を設定できる。休日は土日祝と暦通りであるため、オンオフがはっき
りしたメリハリのある生活ができている。他チームからの製品評価の依頼が重なるタイ
ミングや新商品の発売が近い時期はかなり忙しくなるが、各自の生活に支障が出ないよ
うにチーム内で分担・連携してうまく対応している。
●夢や目標
　　自分が開発に携わった商品が上市・ヒットすることを夢見て日々の業務に取り組んで
いる。業務を通じて自身の知識・技量不足を痛感しているので、日々勉強し着実にスキル
アップしていきたい。
● 学生へのアドバイス
　　勉強やサークル、アルバイトや遊びなど、いろいろことを経験して選択肢を増やしてほ
しい。但し、同じことの繰り返しではなく、違う視点でそれらを行うことが大事。そして、
挨拶、感謝、謝罪など「当たり前のことを、ばかにしないで、ちゃんとやろう」。
●男女共同参画社会を考える
　　当社では育休を取得した女性社員の復帰、女性の管理職の増加など、女性が活躍しやす
い環境ができてきているように感じている。男女共同参画社会やダイバーシティを意識
しなくてもよい社会を目指して、自分にできることを行いたい。

講義 7

先生が人生におい
て決断

を迫られた際に大
切にし

ていることは何で
すか。

決断する際に不安に思ったと
きは自分が何をしたいのか、
何をしなければならないのか
を静かに自問自答するように
しています。

性別ではなく能力でチャンスを得られる社会を目指して
11月27日（水）

黒谷 玲子
14：40～16：10

山形大学学術研究院教授（理工学研究科工学部担当）

50歳代
千葉県出身

講師
Profile 専門は分子生物学、細胞生物学など。大学院修了後、博士

研究員、横浜市立大学助教、本学テニュアトラック助教
を経て2014年本学准教授，2024年本学教授。家族構成、
配偶者、長女、長男。残りの研究人生を悔いの無いように
頑張りたい。

●就職した動機と仕事の内容
　　独立した研究者としてのポジションを得て自分が立案した研究を継続したかったか
ら。公募であったため実力で勝負できると思ったから。
●これまでの道のり
　　中高生時代は勉強大好きでかつTVも見て読書も沢山する学生で、当時は医学部を目指
していました。大学は理学部生物学科で思いっきり楽しみましたが、勉強や実習は大変で
した。修士の時の夢は、製薬メーカーの研究員として抗がん剤の開発・研究をしながら家
庭を持つことでした。その研究分野での就職は叶いませんでしたが、研究をしたくて博士
課程に進学しました。その後、アメリカで5年間研究、横浜市立大学の医学部で助教、2010
年から本学工学部のテニュアトラック助教、2014年に准教授、2024年から教授に昇進し、
今に至っています。
●ワーク・ライフ・バランス
　　悩みは時間がないこと、昔に比べて体力がなくなったと実感してしまうこと、睡眠時間
が短いことです。研究成果が出た時、論文が世に出た時は、オオウ！！と盛り上がっていま
す。また、子供たちが楽しそうな時や成長を感じた時に喜びを感じます。時間管理と集中、
隙間時間にできることをする、切り替え（コーヒー、甘いモノ）を大事にしています。
●夢や目標
　　夢は今研究している材料を実用化し、実用化されたところを自分の目で見ることと、子
供が自分の夢を叶えることです。目標は定年までに現在行っている研究成果を発表する
ことです。
●学生へのアドバイス
　　自分の人生です。やりたいことをやって、なりたいと思う自分になってください。頑張
る人を応援してくれる人はたくさんいます。大変な時は誰にでもあるけど、昔話になりま
す。
●男女共同参画社会を考える
　　男女共同参画社会、ダイバーシティ推進という言葉が死語となり、私たちが生活するう
えで意識しなくてもいい社会、世界になる未来を願っています。

講義 8

●先生のお話を聞
いて参考になった点

は、チャンスは平等

にあるという点で
ある。私は「自分が

成長するチャンス」

が来たとわかって
も、なかなかそのチ

ャンスを掴もうと

いう気持ちになら
ないという経験を

したことがあった

からだ。

●先生の講演を通
して、自分が周りか

らどう思われている

のかを気にして行
動に移せなかった

ことや、自分のやり

たいことをやった
方がいいというこ

とに気づけた。そし

て、やればやるだけ
身につくというお

話は、私も経験し

たことがあるのでよ
く理解することが

できた。

●私は今まで対立
することが苦手だ

ったのですぐ自分
の

考えを折り曲げて
いたが、もし自分の

考えが通らなくて

も先生のように「あ
、そう」と流せるよ

うになりたいと

思った。

●選択を迫られた
とき考えるのでは

なく、あえて考えず
に

静かな場所で自問
自答する時間を作

ることは、自分と見

つめあう貴重な時
間になると思った。

●性別も年齢も生
まれも関係なしに

能力さえあればチ
ャ

ンスは誰のもとに
も訪れるというの

は、一生懸命努力し

ている人に対して
はすごく希望を持

てることなのでは

ないかと思った。

●自分の身に着け
た知識や経験は誰

にも奪い取ること
は

できないというの
は心にとめておき

たい言葉だと思っ

た。今勉強して得た
知識は、いつかきっ

とどこかで自分

を支えてくれると考
えればやる気も出

てくるのではない

かと感じる。今回の
講義は間違いなく

今後の人生の橋

頭堡になると思う。

●アイジー工業株
式会社さんの「A（

当たり前のことを
）B

（ばかにしないで
）C（ちゃんとする）

」という理念に感銘

を受けた。私が普段
の生活の中で何気

なくやっているこ

とを、あれこれ言わ
ずにやっているかと

聞かれれば、素

直に頷くことはでき
ないと思う。どんな

に小さなことに

も一生懸命に取り
組むことの大切さ

をひしひしと感じ

た。また、その理念
により、仕事の質だ

けでなく、人とし

ての質も上がるので
はないかと思った。

●「向き不向きは、
やってみないとわか

らない」という言葉

が非常に参考にな
った。私は、やる前

から選り好みをし

て可能性を狭めて
しまいがちである

。実際に、大学やア

ルバイト先を決め
る時に、そうしてし

まったことで苦労

したことを覚えて
いる。これからは選

択肢を増やして、

むしろ選択肢を減
らす必要が出てく

るくらいの勢いで

様々なことに挑戦
したいと思った。講

師の方々から、大

学生活には豊富な
時間と機会がそこ

ら中に転がってい

るとお聞きするの
で、逃さないように

したい。また、私は

完璧を求めがちで
もあり、他人や理想

と比べることで自

分を否定的に捉え
てしまうことがある

。これからは、「昨

日の自分より1つ成
長」できるようにな

りたいと思う。

●私は理系の話を
聞くと、頭がこんが

らがるのだが、外壁

の実物を見せてく
ださったことで理解

がしやすかった。

実際に触ってみる
ことで、より興味を

持つことができ

た。個人的には、「休
日を寝ているだけ

にしない」という

言葉も印象的だっ
た。家にいることが

何よりの贅沢と考

えていて、まして自
分から遊びに誘っ

たり旅行に行った

りしたことが一度
もない。可能性を

広げるという点で

も、もっと有意義な
時間にしたいと思っ

た。
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振り返り講義の

井上 麻美子
山形大学学術研究院准教授（教育実践研究科担当）

40歳代
山形県出身

講師
Profile 専門は教育経営・学習開発。授業づくりについて研究して

いる。山形大学を卒業し、1998年から県内の小学校教員
となる。2015年山形大学附属小学校赴任、2023年山形大
学大学院教育実践研究科赴任。趣味はピアノや音楽鑑賞。

楽しみのためにコツコツと
12月11日（水）14：40～16：10

たくさんの子供た
ちと関

わる上で大切にし
ていた

ことは何ですか？

児童・生徒を〇年〇組の生徒
ではなく、個人としてみるこ
とを大切にし、一人一人の良
いところを見るようにしてい
ました。あとはいい子や悪い
子などのレッテルを貼らない
ようにしていました。 

●就職した動機と仕事の内容
　　はじめに「教師になりたい」と思ったのは中学生のとき。高校に入って、なりたい職業が
さまざま変わるが、最終的に「教師になりたい」という思いに戻り、山形大学に進学。卒業
後、25年間小学校教員として勤務。2023年から山形大学の教職大学院の教員となり、学習
者の視点からの授業づくりについて、講義や研究に取り組んでいる。
●これまでの道のり
　　中学の担任の先生の姿を見て、「教師になりたい」と思うようになった。高校では、文理
選択、職業・志望大学の選択など、迷った末、山形大学教育学部に進学。教育実習を体験し、
「教師になる」と決意。合格後、生まれ育った西置賜地区で３つの小学校に勤め、その後、山
形大学附属小学校に勤めた。それぞれの小学校で学びがあり、今の私を形作っている。
●ワーク・ライフ・バランス
　　教師はなりたいと思ってなった仕事。楽しいし、やりがいもあるが、悩んだり、落ち込ん
だりするときもある。今までこの仕事を続けることができたのは、仕事以外に「楽しみ」を
作ってきたからだと思う。仕事以外の「楽しみ」は、頑張って働いた自分へのごほうび
だった。
●夢や目標
　　自分らしく「自分の人生」を歩んでいきたい。そのために、「今」を大事にする。そして、自
分の人生に責任をもつ。健康は人生の土台。心身の健康を保っていきたい。
● 学生へのアドバイス
　　人生においての選択の根拠がプラスの感情だといいなと思う。消去法で選んだ道でも、
結果「好き」「やってみたい」「おもしろそう」というプラスの感情が生まれ ているなら、そ
れでいいと思う。
●男女共同参画社会を考える
　　「男と女で違う」というより、「一人一人が違う」という思い。自分との違いが明らかに
なったとき、その相手を責めたり排除したりするのではなく、「こういう人もいるんだな
あ。」と思うようにしたい。

講義 9

視野を広げるため
に、何

かしていることは
あり

ますか？

教員という仕事に直接関わ
らない分野のことだと思っ
ても、多様な視点を持てるよ
うに積極的に情報収集して
いる。

山形での教育者としての歩みと未来の展望
12月18日（水）

山口  優
14：40～16：10

山形県立東桜学館高等学校  教諭

30歳代
山形県出身

講師
Profile 山形県立東桜学館高校で、国語科の教員をしている。母

校米沢興譲館高校での勤務を経て、2023年より、中高一
貫校である現任校に中学校教諭として赴任。今年度より
現職。趣味はサッカー観戦（モンテディオ山形）。

●就職した動機と仕事の内容
　　生まれ育った山形への恩返しをしたいという思いから、山形で高校国語の教員になっ
た。現在は中高一貫校に所属しており、中学生と高校生の授業をどちらも担当している。
●これまでの道のり
　　幼い時から教員を志していたが、大学進学にあたっては、教育学部以外への進学も考え
た。最終的には宮城教育大学に進学したことで教員になる決意を固めた。大学院にも進学
したが、教授の勧めもあって大学院一年目から教員採用試験を受験し、運よく合格。大学
院を中退し、母校の山形県立米沢興譲館高校に赴任した。部活動指導にも積極的に関わり
たいという思いから、指導者の公認資格も取得した。
●ワーク・ライフ・バランス
　　教員としての経験を積んでいくにつれ、仕事に対するストレスはあまり感じなくなっ
た。むしろ教材研究等には時間を忘れて没頭してしまうので、生産性を高めて働くよう
に意識はしている。まずは自分のスキルや専門性を高め、その後自分でバランスをとれ
るような方法を学んでいき、他職種の状況を聞けるようなネットワークがあると視野も
広がって良い。
●夢や目標
　　働き方改革の一環で、部活動等、学校で担当していた業務も社会で請け負うという状況
が進んでいくと思うので、その橋渡しや調整役が求められると感じている。教員の枠組み
を超えて、そういった役割を担いたい。
●学生へのアドバイス
　　自分が知っているものの中でしか進路は選べないので、多様な体験・経験をすることが
大事。キャリア形成において、「自己理解」「自己決定」は必須要素であるので、他者との関
わりを通して自分というものを考えていってほしい。
●男女共同参画社会を考える
　　日本社会に限らず、世界全体が男女共同参加という前提で進んできている。その影響は
私たちの暮らし等の身近なところにも及んでいる。従来の価値観をアップデートしなが
ら、自身の思考を柔軟にし、視野を広げていかなければならないと感じている。

講義10

●今回の先生のお
話を聞いて、自己決

定の重要性を私自

身の経験から感じ
ることができた。私

自身がこれまで

の進路決定を自分
で行ってきたため、

あまり幸せと感じ

ていなかったが実
はとても恵まれてい

たことなのだと気

づくことができた。

●今回のお話を通
して、さまざまな経

験をしたことで成長

することができた
ということがとても

腑に落ちた。今回

のお話は私の中で
納得する部分がと

ても多く、内容に

共感することがで
きた。これからはよ

り両親に感謝し

ながら様々な経験
を積んでいきたいと

改めて感じた。

●ワークライフバ
ランスのこれから

の変化について人
口

減少や働き方の変
化、各個人のプライ

ベートの時間配

分といった観点か
らどのように変化

していくのか、どの

ような対応をすべき
か等を知ることが

できた。

●自身の経験や判
断基準について、先

生のお話からこれ

までの人生の中で
自身が成長したと

ぼんやり感じてい

た出来事が、あの時
確実に自分の中で

成長したという

考えを持つことが
できた。先生のお話

や自身の経験を

参考に大学生活で
これまでより成長

するためには自己

決定することを念
頭に置くべきだと感

じた。

●先生の効率的に
物事に取り組む行

動力は普通の人に
は

ないものであると
感じた。変化をあま

り好まない人が多

い中でより良い方
へ変化させていく

実行力はとても素

晴らしい能力であ
る。この問題解決能

力は先生が常に

疑問を持ちながら
生活していること

に起因していると

考えられる。疑問を
解決しようとする積

極性こそが重要

であると考えている
。

●これからの働き
方についてワークラ

イフバランスがより

重要視されていく
中で、従来の働き

方に比べてこれか

らは生産性が重要
視されていくことに

より、一層仕事と

プライベートのバラ
ンスが難しくなる

と感じた。お話の

中であったように
、仕事で成果を出す

ためには時間が

不可欠ということは
変わらずに、働き方

が変化したこと

でワークライフバラ
ンスがより困難に

なっていると考え

られる。

●お話から「自分の
思いと他人からこう

思われたいという

思いがずれたとき
、他人からこう思わ

れたいという思い

を尊重してもよい」
という言葉が印象

に残りました。 

●「今やるべきこと
に真摯に取り組む

」というフレーズを

日々意識して生活
したいと感じました

。そして人生を今

よりもっと楽しみた
いです。 

●私は何かをコツ
コツと続けること

が苦手なので先生
の

コツコツ準備する
ことが出来るとい

う部分を見習いた

いと思いました。 

●選択に迷ったと
き、その選択を選ぶ

理由が「おもしろそ

う」や「やってみた
い」などのプラスの

感情だといいとい

うお言葉が印象に
残りました。 

●先生の高校の選
択や進学する大学

を選ぶ時のお話を

お聞きして、まるで
私の話をされてい

るような気がしま

した。 

●私は何かを選択
する際に、これは今

後も役に立つ、これ

はそれほど必要な
いなどの基準で真

っ先に選択肢を消

すのではなく、おも
しろそうなものを

選んでみようと思

いました。 

●家族の職業によ
っては仕事とプライ

ベートの境界がなく

ワークライフバラ
ンスの在り方が異

なるため、全員に

合った体制を作る
ことは難しいと改

めて考えさせられ

ました。 

●教員の仕事につ
いて聴くなかで、求

められる能力の多
さ

や悩みなどの大変
さがわかる一方で

、教師という職業

も楽しそうだなと
思うほど魅力がひ

しひしと伝わってく

る講話でした。 

●将来のやりたい
ことがこれから変

わっていき、今目指
し

ている職業ではな
い職業を、目指す

こともあるかもし

れないなと感じまし
た。 

●今、目指している
夢を大切にし、今で

きることを探して

今を楽しめたらいい
なと思いました。
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	2025ウーマンオブ-P5・6-三
	2025ウーマンオブ-P7・8-三
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